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１ 理容師法・理容師法施行令・理容師法施行規則（抜粋） 
 
 
○理容師法（抜粋） 

(昭和二十二年十二月二十四日) 
(法律第二百三十四号) 

（目的） 
第一条 この法律は、理容師の資格を定めるとともに、理容の業務が適正に行
われるように規律し、もつて公衆衛生の向上に資することを目的とする。 
 
（定義） 
第一条の二 この法律で理容とは、頭髪の刈込、顔そり等の方法により、容姿
を整えることをいう。 

２ この法律で理容師とは、理容を業とする者をいう。 
３ この法律で、理容所とは、理容の業を行うために設けられた施設をいう。 

 
 
（無免許営業の禁止） 
第六条 理容師の免許を受けた者でなければ、理容を業としてはならない。 
（営業場所の制限） 
第六条の二 理容師は、理容所以外において、その業をしてはならない。但し、
政令で定めるところにより、特別の事情がある場合には、理容所以外の場所に
おいてその業を行うことができる。 
 
 
（理容の業を行う場合に講ずべき措置） 
第九条 理容師は、理容の業を行うときは、次に掲げる措置を講じなければな
らない。 

一 皮ふに接する布片及び器具は、これを清潔に保つこと。 
二 皮ふに接する布片は、客一人ごとにこれを取りかえ、皮ふに接する器具は、

客一人ごとにこれを消毒すること。 
三 その他都道府県が条例で定める衛生上必要な措置 

  
 
（理容所に必要な措置） 
第十二条 理容所の開設者は、理容所につき左に掲げる措置を講じなければな
らない。 

一 常に清潔に保つこと。 
二 消毒設備を設けること。 
三 採光、照明及び換気を充分にすること。 
四 その他都道府県が条例で定める衛生上必要な措置 

 
 
 

○理容師法施行令（抜粋） 
(昭和二十八年八月三十一日) 

(政令第二百三十二号) 
 
(理容所以外の場所で業務を行うことができる場合) 
第四条 理容師が法第六条の二ただし書の規定により理容所以外の場所におい
て業を行うことができる場合は、次のとおりとする。 

一 疾病その他の理由により、理容所に来ることができない者に対して理容を行
う場合 

二 婚礼その他の儀式に参列する者に対してその儀式の直前に理容を行う場合 
三 前二号のほか、都道府県(地域保健法(昭和二十二年法律第百一号)第五条第一

項の規定に基づく政令で定める市(以下「保健所を設置する市」という。)又は
特別区にあつては、市又は特別区)が条例で定める場合 
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○理容師法施行規則（抜粋） 
(平成十年一月二十七日) 

(厚生省令第四号) 
 
(皮膚に接する器具) 
第二十四条 法第九条第一号及び第二号に規定する器具とは、クリッパー、は
さみ、くし、刷毛、ふけ取り、かみそりその他の皮膚に直接接触して用いられ
る器具とする。 
 
(消毒の方法) 
第二十五条 法第九条第二号に規定する消毒は、器具を十分に洗浄した後、次
の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定めるいずれかの方法により行わなけ
ればならない。 

一 かみそり(専ら頭髪を切断する用途に使用されるものを除く。以下この号にお
いて同じ。)及びかみそり以外の器具で血液が付着しているもの又はその疑いの
あるものに係る消毒 

イ 沸騰後二分間以上煮沸する方法 
ロ エタノール水溶液(エタノールが七十六・九パーセント以上八十一・四パーセ

ント以下である水溶液をいう。次号ニにおいて同じ。)中に十分間以上浸す方法 
ハ 次亜塩素酸ナトリウムが〇・一パーセント以上である水溶液中に十分間以上

浸す方法 
二 前号に規定する器具以外の器具に係る消毒 
イ 二十分間以上一平方センチメートル当たり八十五マイクロワット以上の紫外

線を照射する方法 
ロ 沸騰後二分間以上煮沸する方法 
ハ 十分間以上摂氏八十度を超える湿熱に触れさせる方法 
ニ エタノール水溶液中に十分間以上浸し、又はエタノール水溶液を含ませた綿

若しくはガーゼで器具の表面をふく方法 
ホ 次亜塩素酸ナトリウムが〇・〇一パーセント以上である水溶液中に十分間以

上浸す方法 
ヘ 逆性石ケンが〇・一パーセント以上である水溶液中に十分間以上浸す方法 
ト グルコン酸クロルヘキシジンが〇・〇五パーセント以上である水溶液中に十

分間以上浸す方法 
チ 両性界面活性剤が〇・一パーセント以上である水溶液中に十分間以上浸す方

法 
 

(清潔保持の措置) 
第二十六条 法第十二条第一号に規定する清潔の保持のための措置は、次のと
おりとする。 

一 床及び腰板にはコンクリート、タイル、リノリューム又は板等不浸透性材料
を使用すること。 

二 洗場は、流水装置とすること。 
三 ふた付きの汚物箱及び毛髪箱を備えること。 

(採光、照明及び換気の実施基準) 
第二十七条 法第十二条第三号に規定する採光、照明及び換気の実施の基準は、
次のとおりとする。 

一 採光及び照明 理容師が理容のための直接の作業を行う場合の作業面の照度
を百ルクス以上とすること。 

二 換気 理容所内の空気一リットル中の炭酸ガスの量を五立方センチメートル
以下に保つこと。 
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○理容師法施行条例（平成12年3月24日条例第23号） 

理容師法施行条例 

平成十二年三月二十四日 

条例第二十三号 

  

 改正 平成一五年 三月一八日条例第二九号 平成二一年 三月三一日条例第一五号  

   平成二八年一二月二六日条例第六二号    

理容師法施行条例をここに公布する。 

理容師法施行条例 

（趣旨） 

第一条 この条例は、理容師法（昭和二十二年法律第二百三十四号。以下「法」という。）の施行に

ついて必要な事項を定めるものとする。 

（理容の業を行う場合の衛生上必要な措置） 

第二条 法第九条第三号に規定する条例で定める衛生上必要な措置は、次のとおりとする。 

一 就業中は、身体を清潔に保ち、清潔な作業衣を着用すること。 

二 客一人ごとに手指を石けん等で洗うこと。 

三 顔そりのときは、清潔なマスクを使用すること。 

四 理容に直接使用する客用の布片は、清潔なものを使用すること。 

五 皮膚に接する布片等は、客一人ごとに、次に掲げる方法により消毒を行ったものと取り替える

こと。 

イ 血液が付着しているもの又はその疑いがあるものは、理容師法施行規則（平成十年厚生省令

第四号。ロにおいて「省令」という。）第二十五条第一号に規定するいずれかの方法によるこ

と。 

ロ イに規定するもの以外のものは、省令第二十五条第一号又は第二号ハ、ホ若しくはヘに規定

するいずれかの方法によること。 

六 紙製の首巻き、まくら当て等は、客一人ごとに廃棄すること。 

七 そり毛用の石けん水は、客一人ごとに廃棄すること。 

八 消毒液は、毎週一回以上（汚濁した場合は、その都度）取り替えること。 

九 消毒済の器具は、未消毒の器具と区別した場所に置き、これを標示しておくこと。 

一部改正〔平成一五年条例二九号・二一年一五号〕 

（理容所の衛生上必要な措置） 

第三条 法第十二条第四号に規定する条例で定める衛生上必要な措置は、次のとおりとする。 

一 作業所の面積は、九・九平方メートル以上であること。 

二 理容に使用するいすは、作業所の面積九・九平方メートルにつき二台以内とし、その面積が九・

九平方メートルを超える場合は、その超える面積が三・三平方メートルを増すごとに一台を二台

に加えた台数以内とすること。 

三 洗顔及び洗髪のための流水式の設備を設けること。 

四 天井の高さは、床面から二・一メートル以上とすること。 

五 待ち合い所は、作業に支障のない場所に設け、かつ、固定した〇・九メートル以上の高さを有

する物により、作業所と区画すること。 

六 ねずみ、衛生害虫等の生息状況等について毎月一回以上点検し、その結果に応じた適切な措置

を講ずること。 

七 外傷の手当てに必要な救急薬品及び衛生材料を備えて置くこと。 

一部改正〔平成二一年条例一五号〕 

（出張理容を行うことができる場合） 

第四条 理容師法施行令（昭和二十八年政令第二百三十二号。第六条第一項において「政令」という。）

第四条第三号に規定する条例で定める場合は、次のとおりとする。 

一 付近に理容所のないへき地に出張して理容を行う場合 

二 刑事収容施設及び被収容者等の処遇に関する法律（平成十七年法律第五十号）第二条第一号に

― 27 ―



 

規定する被収容者又は同条第二号に規定する被留置者に対して理容を行う場合 

三 演劇、演芸等に出演する者に対してその出演の直前に理容を行う場合 

四 前三号に掲げる場合のほか、規則で定める場合 

追加〔平成一五年条例二九号〕、一部改正〔平成二一年条例一五号〕 

（出張理容を行う場合の衛生上必要な措置） 

第五条 法第六条の二ただし書の規定による理容所以外の場所における業（次条及び第七条において

「出張理容」という。）を行う理容師が講ずべき法第九条第三号に規定する条例で定める衛生上必

要な措置は、第二条に掲げるもののほか、次のとおりとする。 

一 外傷の手当てに必要な救急薬品及び衛生材料を携帯すること。 

二 前号に掲げるもののほか、規則で定める措置 

追加〔平成二一年条例一五号〕、一部改正〔平成二八年条例六二号〕 

（出張理容を行う場合の届出） 

第六条 理容師は、出張理容を行う場合は、あらかじめ、規則で定めるところにより、その旨を知事

に届け出なければならない。ただし、政令第四条第二号又はこの条例第四条第三号に掲げる場合は、

この限りでない。 

２ 前項の規定による届出をした理容師は、その届出に係る事項を変更したとき又は出張理容を廃業

したときは、遅滞なく、規則で定めるところにより、その旨を知事に届け出なければならない。 

追加〔平成二一年条例一五号〕 

（出張理容に関する講習） 

第七条 前条第一項の規定による届出をした理容師（理容所の開設者及び従業者を除く。）は、規則

で定めるところにより、出張理容を行う場合における衛生上必要な措置に関し知識を修得するため

の知事が指定する講習を受けなければならない。 

追加〔平成二八年条例六二号〕 

（委任） 

第八条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

追加〔平成二一年条例一五号〕、一部改正〔平成二八年条例六二号〕 

附 則 

１ この条例は、平成十二年四月一日から施行する。 

２ この条例の施行の際現に法第十一条第一項の規定による理容所の位置等の届出をしている者の当

該届出に係る理容所が、第三条第一号又は第四号の規定に適合しない場合においては、これらの規

定にかかわらず、当該理容所の構造設備を変更する場合を除き、当該理容所の衛生上必要な措置に

ついては、なお従前の例による。 

附 則（平成十五年三月十八日条例第二十九号） 

この条例は、平成十五年四月一日から施行する。 

附 則（平成二十一年三月三十一日条例第十五号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成二十一年十月一日から施行する。ただし、第二条第五号の改正規定及び附則第

三項の規定は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の際現に理容師法（昭和二十二年法律第二百三十四号）第十一条第一項の規定に

よる理容所の開設の届出をしている者の当該届出に係る理容所が改正後の第三条第三号の規定に適

合しない場合においては、当該理容所が増築され、又は改築されるまでの間は、当該理容所につい

ては、同号の規定は適用しない。 

３ この条例の施行の日以後に出張理容を行おうとする理容師は、この条例の施行前においても、改

正後の第六条第一項の規定の例により、知事に届け出ることができる。 

４ この条例の施行前に前項の規定によりされた届出は、この条例の施行の日において改正後の第六

条第一項の規定によりされた届出とみなす。 

附 則（平成二十八年十二月二十六日条例第六十二号） 

この条例は、公布の日から起算して一年を超えない範囲内において規則で定める日から施行する。 

（平成二十九年十二月規則第五十二号で、同二十九年十二月二十五日から施行） 
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２ 美容師法・美容師法施行令・美容師法施行規則（抜粋） 
 
 

○美容師法（抜粋） 
(昭和三十二年六月三日) 

(法律第百六十三号) 
(目的) 
第一条 この法律は、美容師の資格を定めるとともに、美容の業務が適正に行
われるように規律し、もつて公衆衛生の向上に資することを目的とする。 
 
(定義) 
第二条 この法律で「美容」とは、パーマネントウエーブ、結髪、化粧等の方
法により、容姿を美しくすることをいう。 

２ この法律で「美容師」とは、厚生労働大臣の免許を受けて美容を業とする者
をいう。 

３ この法律で「美容所」とは、美容の業を行うために設けられた施設をいう。 
 
(無免許営業の禁止) 
第六条 美容師でなければ、美容を業としてはならない。 
 
(美容所以外の場所における営業の禁止) 
第七条 美容師は、美容所以外の場所において、美容の業をしてはならない。
ただし、政令で定める特別の事情がある場合には、この限りでない。 
 
(美容の業を行う場合に講ずべき措置) 
第八条 美容師は、美容の業を行うときは、次に掲げる措置を講じなければな
らない。 

一 皮ふに接する布片及び皮ふに接する器具を清潔に保つこと。 
二 皮ふに接する布片を客一人ごとに取り替え、皮ふに接する器具を客一人ごと

に消毒すること。 
三 その他都道府県が条例で定める衛生上必要な措置 

 
 (美容所について講ずべき措置) 
第十三条 美容所の開設者は、美容所につき、次に掲げる措置を講じなければ
ならない。 

一 常に清潔に保つこと。 
二 消毒設備を設けること。 
三 採光、照明及び換気を充分にすること。 
四 その他都道府県が条例で定める衛生上必要な措置 

 
 
 

○美容師法施行令（抜粋） 
(昭和三十二年八月三十一日) 

(政令第二百七十七号) 
 
(美容所以外の場所で業務を行うことができる場合) 
第四条 美容師が法第七条ただし書の規定により美容所以外の場所において業
を行うことができる場合は、次のとおりとする。 

一 疾病その他の理由により、美容所に来ることができない者に対して美容を行
う場合 

二 婚礼その他の儀式に参列する者に対してその儀式の直前に美容を行う場合 
三 前二号のほか、都道府県(地域保健法(昭和二十二年法律第百一号)第五条第一

項の規定に基づく政令で定める市(以下「保健所を設置する市」という。)又は
特別区にあつては、市又は特別区)が条例で定める場合 
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○美容師法施行規則（抜粋） 
(平成十年一月二十七日) 

(厚生省令第七号) 
 
(皮膚に接する器具) 
第二十四条 法第八条第一号及び第二号に規定する器具とは、クリッパー、は
さみ、くし、刷毛、ふけ取り、かみそりその他の皮膚に直接接触して用いられ
る器具とする。 
 
(消毒の方法) 
第二十五条 法第八条第二号に規定する消毒は、器具を十分に洗浄した後、次
の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定めるいずれかの方法により行わなけ
ればならない。 

一 かみそり(専ら頭髪を切断する用途に使用されるものを除く。以下この号にお
いて同じ。)及びかみそり以外の器具で血液が付着しているもの又はその疑いの
あるものに係る消毒 

イ 沸騰後二分間以上煮沸する方法 
ロ エタノール水溶液(エタノールが七十六・九パーセント以上八十一・四パーセ

ント以下である水溶液をいう。次号ニにおいて同じ。)中に十分間以上浸す方法 
ハ 次亜塩素酸ナトリウムが〇・一パーセント以上である水溶液中に十分間以上

浸す方法 
二 前号に規定する器具以外の器具に係る消毒 
イ 二十分間以上一平方センチメートル当たり八十五マイクロワット以上の紫外

線を照射する方法 
ロ 沸騰後二分間以上煮沸する方法 
ハ 十分間以上摂氏八十度を超える湿熱に触れさせる方法 
ニ エタノール水溶液中に十分間以上浸し、又はエタノール水溶液を含ませた綿

若しくはガーゼで器具の表面をふく方法 
ホ 次亜塩素酸ナトリウムが〇・〇一パーセント以上である水溶液中に十分間以

上浸す方法 
ヘ 逆性石ケンが〇・一パーセント以上である水溶液中に十分間以上浸す方法 
ト グルコン酸クロルヘキシジンが〇・〇五パーセント以上である水溶液中に十

分間以上浸す方法 
チ 両性界面活性剤が〇・一パーセント以上である水溶液中に十分間以上浸す方

法 
 

(清潔保持の措置) 
第二十六条 法第十三条第一号に規定する清潔の保持のための措置は、次のと
おりとする。 

一 床及び腰板にはコンクリート、タイル、リノリューム又は板等不浸透性材料
を使用すること。 

二 洗場は、流水装置とすること。 
三 ふた付きの汚物箱及び毛髪箱を備えること。 

(採光、照明及び換気の実施基準) 
第二十七条 法第十三条第三号に規定する採光、照明及び換気の実施の基準は、
次のとおりとする。 

一 採光及び照明 美容師が美容のための直接の作業を行う場合の作業面の照度
を百ルクス以上とすること。 

二 換気 美容所内の空気一リットル中の炭酸ガスの量を五立方センチメートル
以下に保つこと。 
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○美容師法施行条例（平成12年3月24日条例第24号） 

美容師法施行条例 

平成十二年三月二十四日 

条例第二十四号 

  

 改正 平成一五年 三月一八日条例第三〇号 平成二一年 三月三一日条例第一六号  

   平成二八年一二月二六日条例第六二号    

美容師法施行条例をここに公布する。 

美容師法施行条例 

（趣旨） 

第一条 この条例は、美容師法（昭和三十二年法律第百六十三号。以下「法」という。）の施行につ

いて必要な事項を定めるものとする。 

（美容の業を行う場合の衛生上必要な措置） 

第二条 法第八条第三号に規定する条例で定める衛生上必要な措置は、次のとおりとする。 

一 就業中は、身体を清潔に保ち、清潔な作業衣を着用すること。 

二 客一人ごとに手指を石けん等で洗うこと。 

三 美容に直接使用する客用の布片は、清潔なものを使用すること。 

四 皮膚に接する布片等は、客一人ごとに、次に掲げる方法により消毒を行ったものと取り替える

こと。 

イ 血液が付着しているもの又はその疑いがあるものは、美容師法施行規則（平成十年厚生省令

第七号。ロにおいて「省令」という。）第二十五条第一号に規定するいずれかの方法によるこ

と。 

ロ イに規定するもの以外のものは、省令第二十五条第一号又は第二号ハ、ホ若しくはヘに規定

するいずれかの方法によること。 

五 紙製の首巻き、まくら当て等は、客一人ごとに廃棄すること。 

六 消毒液は、毎週一回以上（汚濁した場合は、その都度）取り替えること。 

七 消毒済の器具は、未消毒の器具と区別した場所に置き、これを標示しておくこと。 

一部改正〔平成一五年条例三〇号・二一年一六号〕 

（美容所の衛生上必要な措置） 

第三条 法第十三条第四号に規定する条例で定める衛生上必要な措置は、次のとおりとする。 

一 作業所の面積は、九・九平方メートル以上であること。 

二 美容に使用するいすは、作業所の面積九・九平方メートルにつき四台以内とし、その面積が九・

九平方メートルを超え、二十三・一平方メートル以下である場合は、その超える面積が三・三平

方メートルを増すごとに一台を四台に加えた台数以内とし、その面積が二十三・一平方メートル

を超える場合は、その超える面積が三・三平方メートルを増すごとに二台を八台に加えた台数以

内とすること。 

三 洗顔及び洗髪のための流水式の設備を設けること。 

四 天井の高さは、床面から二・一メートル以上とすること。 

五 待ち合い所は、作業に支障のない場所に設け、かつ、固定した〇・九メートル以上の高さを有

する物により、作業所と区画すること。 

六 ねずみ、衛生害虫等の生息状況等について毎月一回以上点検し、その結果に応じた適切な措置

を講ずること。 

七 外傷の手当てに必要な救急薬品及び衛生材料を備えて置くこと。 

一部改正〔平成二一年条例一六号〕 

（出張美容を行うことができる場合） 

第四条 美容師法施行令（昭和三十二年政令第二百七十七号。第六条第一項において「政令」という。）

第四条第三号に規定する条例で定める場合は、次のとおりとする。 

一 付近に美容所のないへき地に出張して美容を行う場合 

二 刑事収容施設及び被収容者等の処遇に関する法律（平成十七年法律第五十号）第二条第一号に

― 34 ―



 

規定する被収容者又は同条第二号に規定する被留置者に対して美容を行う場合 

三 演劇、演芸等に出演する者に対してその出演の直前に美容を行う場合 

四 前三号に掲げる場合のほか、規則で定める場合 

追加〔平成一五年条例三〇号〕、一部改正〔平成二一年条例一六号〕 

（出張美容を行う場合の衛生上必要な措置） 

第五条 法第七条ただし書の規定による美容所以外の場所における業（次条及び第七条において「出

張美容」という。）を行う美容師が講ずべき法第八条第三号に規定する条例で定める衛生上必要な

措置は、第二条に掲げるもののほか、次のとおりとする。 

一 外傷の手当てに必要な救急薬品及び衛生材料を携帯すること。 

二 前号に掲げるもののほか、規則で定める措置 

追加〔平成二一年条例一六号〕、一部改正〔平成二八年条例六二号〕 

（出張美容を行う場合の届出） 

第六条 美容師は、出張美容を行う場合は、あらかじめ、規則で定めるところにより、その旨を知事

に届け出なければならない。ただし、政令第四条第二号又はこの条例第四条第三号に掲げる場合は、

この限りでない。 

２ 前項の規定による届出をした美容師は、その届出に係る事項を変更したとき又は出張美容を廃業

したときは、遅滞なく、規則で定めるところにより、その旨を知事に届け出なければならない。 

追加〔平成二一年条例一六号〕 

（出張美容に関する講習） 

第七条 前条第一項の規定による届出をした美容師（美容所の開設者及び従業者を除く。）は、規則

で定めるところにより、出張美容を行う場合における衛生上必要な措置に関し知識を修得するため

の知事が指定する講習を受けなければならない。 

追加〔平成二八年条例六二号〕 

（委任） 

第八条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

追加〔平成二一年条例一六号〕、一部改正〔平成二八年条例六二号〕 

附 則 

１ この条例は、平成十二年四月一日から施行する。 

２ この条例の施行の際現に法第十一条第一項の規定による美容所の位置等の届出をしている者の当

該届出に係る美容所が、第三条第一号又は第四号の規定に適合していない場合においては、これら

の規定にかかわらず、当該美容所の構造設備を変更する場合を除き、当該美容所の衛生上必要な措

置については、なお従前の例による。 

附 則（平成十五年三月十八日条例第三十号） 

この条例は、平成十五年四月一日から施行する。 

附 則（平成二十一年三月三十一日条例第十六号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成二十一年十月一日から施行する。ただし、第二条第四号の改正規定及び附則第

三項の規定は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の際現に美容師法（昭和三十二年法律第百六十三号）第十一条第一項の規定によ

る美容所の開設の届出をしている者の当該届出に係る美容所が改正後の第三条第三号の規定に適合

しない場合においては、当該美容所が増築され、又は改築されるまでの間は、当該美容所について

は、同号の規定は適用しない。 

３ この条例の施行の日以後に出張美容を行おうとする美容師は、この条例の施行前においても、改

正後の第六条第一項の規定の例により、知事に届け出ることができる。 

４ この条例の施行前に前項の規定によりされた届出は、この条例の施行の日において改正後の第六

条第一項の規定によりされた届出とみなす。 

附 則（平成二十八年十二月二十六日条例第六十二号） 

この条例は、公布の日から起算して一年を超えない範囲内において規則で定める日から施行する。 

（平成二十九年十二月規則第五十二号で、同二十九年十二月二十五日から施行） 
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埼玉県マスコット
「コバトン」

不十分な洗浄や消毒では菌は死にません

適切な洗浄・消毒を
していますか︖

彩の国
埼玉県

未消毒

適切な洗浄・消毒

ティッシュで
清拭

流水で洗浄

エタノール
含浸綿で清拭

エタノール
に浸漬

適切な洗浄・消毒をすると菌が死滅します

未消毒の器具にはたくさんの菌がいます

適切な洗浄・消毒法は内面へ→

※ 画像の白い点が菌です
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１．洗 浄

血液の付着したステンレス板を一定時間後に洗浄すると・・・

10分後に洗浄 1時間後に洗浄 2時間後に洗浄

流水に当てるティッシュで拭く 消毒用エタノール
含浸綿で拭く

血液の付着したステンレス板を不適切な方法で洗浄すると・・・

中性洗剤を付けたスポンジ等で器具
の表面をこすり、髪の毛、皮脂、血
液などの汚れを落とします。

充分な量の水で10秒以上流し、水気
をよく拭きます。

水気を拭かないと、十分な消毒効果
を得られないことがあります。

不適切な洗浄では汚れは落ちませ
ん。

時間がたてばたつほど汚れが落ちにくくなりま
す。

適切な器具の洗浄・消毒方法
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消毒した器具は戸棚の中や蓋つきの
容器など衛生的に保管できる場所に
保管します。

未消毒の器具と区別しましょう。

血液の付着の有無や消毒する器具に
よって適切な方法で消毒します。

消毒方法は裏面をご覧ください。

２．消 毒

４．保 管

３．水 洗

消毒液を使用した場合は、流水で消
毒液を洗い流します。

清潔なタオル等で水気をふきます。

濡れたままにしておくと錆の原因に
なります。
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【消毒することができる用途】
布片等器具等

消毒方法
なしありなしあり血液の付着するおそれ

○○○○煮沸消毒器
○○蒸気消毒器

○紫外線消毒器

○○○○消毒用ｴﾀﾉｰﾙ

薬
物
消
毒
器

○○○○次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ

○○逆性石けん

○ｸﾞﾙｺﾝ酸ｸﾛﾙﾍｷｼｼﾞﾝ

○両性界面活性剤

埼玉県生活衛生課 環境衛生・ビル監視担当
〒330-9301 埼玉県さいたま市浦和区高砂3-15-1

048-830-3613

【消毒の種類と消毒方法】
2分間以上煮沸する煮沸消毒器

80℃を超える蒸気に10分間以上触れさせる蒸気消毒器

85µW／ｃｍ２以上の紫外線で20分間以上照射する紫外線消毒器

血液付着あり︓消毒用ｴﾀﾉｰﾙ中に10分間以上浸す
血液付着なし︓消毒用ｴﾀﾉｰﾙを含ませた綿等で拭く消毒用ｴﾀﾉｰﾙ

血液付着あり︓0.1%次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ液中に10分間以上浸す
血液付着なし︓0.01%〜0.1%次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ液中に10分間以上浸す次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ

0.1%〜0.2%逆性石けん液中に10分間以上浸す逆性石けん

0.05%ｸﾞﾙｺﾝ酸ｸﾛﾙﾍｷｼｼﾞﾝ液中に10分間以上浸すｸﾞﾙｺﾝ酸ｸﾛﾙﾍｷｼｼﾞﾝ

0.1%〜0.2%両性界面活性剤液中に10分間以上浸す両性界面活性剤

※ 消毒用ｴﾀﾉｰﾙは週1回以上、その他の薬剤は毎日薬液を交換すること
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